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判 断 力 の 育 成 を 目 指 し た 授 業 の 創 造 の た め の

視 点 に 関 す る 研 究

山 形 大 学 人 学 院 生

于　 塚　敦　子

概要：数学教育では、判断力の育成をどのように捉えることができるのだろうか。このことにつ

いて、次の視点で考察し、判断力の重要性について述べる。

〇 Ｍ`断の扨・

〇 対象の認識

ｏ 数学の特性-- 諭理性

また、山形大学の学生に対しｰ 次測数のグラフを使って｡

①グラフから数の関係性を捉えること ‥ ・演抑的判断

②①を他の対象との閔わりの中で捉えること ‥ ・1;1納的判断

についての実態訓査を。２ つの題材でfi つだ(①は数で表示される量の圓の関係性を捉えるこ

とも介むものとする)。数学のなじみのある学生(Ｐ)、そうでない学生(Ｑ) に関し、この調査

から以下の鮎果を得た。

ｏ 記述尚題：ＰはＱより演鐸的な判断ができる。

○選択問題：Ｐはｏより演紺的な判断ができるが帰納的な判断は Ｑができる。

ｏ どちらの問題とも。演鐸的な判断にくらべ、s11納的な判断の結果がよくない。

判断力の青成を目指した授業の創造のための視点として次のことを考察した。

○題材・課題：学習者がtlj断目的を持ちやすいように設定する必要がある

○授業の流れ：演鐸的な思考と知納的な思考を学習者に.ａ識させ。またs41納的な

恕考をする機会を増やす必要がある

キーワード：判断力、企休的な把握。内部の性質の解明、他との関係把握、帰納的判断、

演縄的判断

|。本臍の目的と方法　　　　　　　　　　　　　　 い、判断力育成のための嬰件を見出すこと。そ

情報檄器を通して入手できる情報は、地人の　　 れが本稿の月的である。

観点で捉えられ、その視点をもとに加工されて　　　 数学教育の日的は中原(20(x))によれば、陶ぬ

いるものがほとんどである。このような場合に　　 的目的、実用的 』1的、文化的目的とされ、判断

は｡ 次の２つの判断力が皿要であると考える。｜　　力は、陶冶的|､j的の一つとして位置づけられて

つ[| は情報を自分の視点で従える判断力であ　　 いる。私は判断力育成の考察を行うため、先行

る。これは。まず自分がある艇点を持っていて、　　研究に学ぽうと思ったが、この観点に関わる文

それに合致する情報を読みとるという憲味であ　　 献を見つけるのは困難であった。そこで以下で

る。２ つ日は、情報から自分の視点を見出す判　　 は判断力、判晰についてをフッサールに学び、

断力である。これは。情報の巾にある部分を抜　　 その特徴の!MI!をまず行う。その整理されたこ

き出し。それを自分の視点とするという意味で　　 とから、数学との関わりの巾で判断を捉える綴

ある、これら２つの判断力について。数学教育　　 点を見出し、火態訓査の報告を行う、という順

を 通して育成するための観点を明確にするこ　　 に述､べていく。

と、さらに直線グラフの読みに関する調査を行
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2｡ 数学と判断力との関わり

(1)判断の構造

次の図１は，判断と411関があることがらにつ

いて，フッサール{･1977}に学びながらその構造

を分析し，モデル化したものである。

図１　判断者の内部におけるtlj断の構造

判断の土台となるのは経Ｑとそれにより生み|Jj

される価値観であり、その土台のlに ある対糸

が与えられ、判断へと向かってある対象の認識

が進んでいく( 最底辺にある経験は。もちろん

籾断者の存在する社会状況、文化状況が影響す

る)｡その認議が深まる過程では､学問的知識(兄

辻段階に応じた学佼教４で身につく教養的知識

を表すとする)がある対象の認識に影響を与え

る。そのようにして判断さわた対象は、継験と

価値観のj:台の上に与えらｵlているので。そｵl

らｔ台に彰響を与える。そしてその彫響を与え

られた上台が次の判断の上台となる。

特に、学問的知識内においては認識は次の ３

つのものがあると考える。それぞれの内容につ

いては後で只体的に説明する。

・全体的な把握

対象を丸ごと捉えること

・内部の性質の解明

対象の内部に入り込んでその性質を

あれこれと摘出すること

・他との関係把握

μ象の外に広がる他の対象とのll】係

を把握すること

(2)数学の特性と判断力

ところで数学の特性の一つは諭理性である

が、論理学では、一般に、判断は命題の言語表

祁

現と｡認められている印汁j,199(j)。そしてII圏i

と命題は区別さ1!て1,1いない。このことから考

えれば、数学にも卜 る命題にt、削ｌの生活にお

ける　･殴の判Fりiと何ら礎わりがないとｊえる。

ゆえに。数学における判断、すなわち命題的人

現ができれば、- 般の判断もできるということ

になる。これは、数学の学習により、判晰力の

向上があり得ることを示唆するものである。

また図２に示すように、{云統的論理学におけ

る判断は。２ つの概念をつなぎ他の判晰と結台

し。ある推論を形成する要素である。また推論

は。前提と結論の関係に応じて２種類にlallす

ることができるともされている。それは演鐸的

堆論と帰納的推諭である。|狗者の特徴は、前提

がiEしければ結論もiEしいというだけの保証が

前提の言葉の愚I床だけから!iえられることであ

る。後者の特徴はその貞理性の保証は。最終的

に個々の経験に輔らざるを得ないことである。

阿 ‾卜 匯 ‾li

判 斯 １

芦念3卜 阿T祠

ある推論

判断２

図２ 概念、綿りiとある唯ｉ との関係
-　　　　　　 一一

-方、カントは判断力を「特殊を普遍のもと

に包摂されたものとして考える能力」として ２

つの場合を挙げている。それは「吟遍的な法則

が与えられていて、それに特殊が包摂される」

という「規定的判断力」と「特殊が与えられて

いてそれを包摂する倅遍が求められる」という

「反省的判断力」である。このような意味で演

締｡ 帰納を捉え､ それぞれに関わる憚析力をF 演

鐸的判断力j、F帰納的判断力」と名付けること

にする。

(3)判断力がなぜ亜要か

私は数学教竹の意義を考える際、教fr全体に

閔わる問題からその意義を見出したいとぢえて

いる。それは教存の目的や教育に対する想いに
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閔わる. また 人は 社余の中び消泊ﾐ だか ら．その

il:会の 礎化に伴って 子ど も辻も変化し ，１ 然i(

会の 一部 分である.旨 育も変fllす る. ゆ えに．次

の･,ｊ)．ｊ の硯点て．以.以| 〕(2)で 述 べたpjlりIXlj

構 造 や論j111学 に おけ るtlllぴiの6:･･4ばi い を踏 ま

え，Iljlりり μ)ilり捌'|ﾓに つ いて述 べる．

匝

こ ご

恍

教育の役xljの　て)は 子とも　･人ひとりに対す

るその 了･･ ら しざ' を 仲ぱ すことであ る｡‘'ら

し ざ とは、 一入ひとりの持'.J特 性 の全体をλ

すものである。それ を支大るものとし て価偵観

が ある と むえろ。その111114辺 は 経験の辿続によ

って 新たな価値1!1へ とii″1さ111わ る ものと捉えて

いる。つ まり、1: 述 の図 】でｊ え ぱ･刈断された

対象が経験と価1rl硯 で 作られろ11 台 に 影響を ″j，

えるため。そll に より新たな価仙観 への171き121

わ り( 価 仙観の修､E. ま た は強11こを 意味 する。

その 強弱の 度合いは判断内容によ る。) が 生じ

る。判馮することによりQlj64硯 が 変 容し、i;';ぎ

悛 わりが生じるのな ら、そのもと になる判断 は

大変亜 要である。また。その･MPJiが 推論のＮＨ

であることからしても人変 屯要である。

ここでi･La し た いのは、何を判|りiするかとい

うことも“らしさ･･ による。１ なわち経験が肌

盤にある1!6¥!iM がｌ 智Ｌているこ とである､。ま

た ／ ら` し さ･･ li判 断 から 彰響を受け 。そのｔ

休 像は常1二変化 Ｌ統けている｡ こ ねらはつ ま|:】。

判断することど らレさ･' の 形成が411補 的 な1111

係 で あることを.al味し 、従 づｃ我 々全体のQ: 義

からの･' らし ぎ' を11･ば す ということは、判|りi

Xjを 仲 ぼすことに関 係するのではないか｡ また、

それは･･ 股 に。論理性がIQ い と認めら1'iて い る

数学の特性に合う部分で 、執学我 々の卜|的 にな

り得ないか。これらを認めるとすれば、判断 力

がjE 嬰 といえるので はないか。と 考えるのであ

る。

･19

々)il:会の変化にfrつた子ども達の変化から

の神 知 川吠 性

1,11報 化 に伴い，情報;,1が 増大し続けている今

|:|の?1:会 においでｙr･』断が 咀要と感じるのは次

の２点である。1111帽暁 器を通して情報を多 凧に

容Ｍに手に人加られる状況であるために，第 １

点 は研究の目的 にも述 ぺたような情 報を自分の

喫点でりとた|〕，そこから何かを見出したりする

こと が多くなることである。第２点は自我形成

の際 に情報機器による情 恨が多く関わることで

あ 乱

ところで。この第１点と第２点 は独立し たも

のではな く，相/1ﾐに彰 鸞し合うものであると 考

えている。 すな わら，第 １点につ いては一見，

･l:I』|訴の能 力の みのこと であるよ う にも思 える

が。能力を耶使するのは自我であ るか ら，それ

は第２点のことが影響をjj え ている。反対に｡

1‘|我 形成の際には意識せずとも情 報を自分の価

仙に取り 込んだり。自 分の価価に 合致する情報

しか11 に 入らなかったり と第２点のことに対し

てｉ ｌ点が影響をり,えている。このよ うに，判

|り油 は社 会の変化という辺点からお目すると，

t,I,:iuほ 器 から読みとる場面の増加，自我形成に

関わって 乖‘能となってくる。

3. 実態調査

-一次関数のグラフからの情報の畝みとりの実

・ をつかむため、平成13 年5 J1 24 日．山形人

学教育学部においで!剽雀を行った．対象者は教

育法算政の受､1114 1‘1 1 1 1 ･ijlである．

(1)調査内容

調査に川いた.問匙1は２つある．１つは｢ 年度

別走り幅跳びの昨侈jのﾘj女別のグラフ、もう１

つはある職科!の北海道．東北、関東地方におけ

る｢ 都道府以別従業､'i政と都道府県別現金給与

総額j のグラフで、li口? は記述、後?iは選択式

に問題を作成した、
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次のグラフは．６しり帆跳びj の川辿で川い

たものであるが、ソラ'ﾉをＱ.ると．ところどこ

ろ急に落ちたり、または|こW･している111もある

が、令休的に年が経'.)に"川|記鉉が落ちている

といえる．グラフを1とて、Λさんは走り幅跳び

の記録は測定年と反比例の関係にあると捉え、

llさんは記録が心線的に減少していると捉え．

Ｃ さんは直線と捉えるll さんの考え方にり い

て記録が０になってしまうことを意味するから

おかしいと捉えている、この後に、馴査対象??

上．ｊ

Ｃ ｊん: ；{･11M !;かC.し1､ ，直 線的に賊･･でいXIlt･

跳･‘ヽろ16 ｀ヽが11 に,なるときがくる どいｙこ

とでし1.。｜

Ａ さん りljJ んは|,'l.igl¥jに減ることは人変心,ことだ

となλる',Iもμ; い ？l

l〕さん：｜

ll 亡ん ：ｉ直 線的 に 減･ ，て い る とXS-え る と ，こ の ゲ･７

'ﾉか;',い ろ い｡‘,り｡え'こく る ね 。ﾘ;|'･は2111．1

年lftこｙ,に| りSIり| 賎 の 女j ど同 じ く ら い

の 能j μ' な る ん だ,り 。 そ の 他 にと/IｙC こ と

が 分か る だろ う ？ 』

が Ｄ さんとなって、1:|分のち･えを言う。とい　　Ｄさん：「

うものが･ 一つ目の記述MI所である。二つ目はil’｛

綜的に記録が減少していると考えたときには。

･次閔数の知識を使･つてどんなことがわかる

か、他との関わりを持たせることも介めて1･･l衿

できるような会話の流､llを作り、その後に記述

箇所を作成した。以ljはその問題である。

－ － ・ － ・ － － － － － － ＝ － ■ －・ ・ － － － － ・ ｄ ●・ ●・ ・ － －－ － ・・ ・ ・
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次に。「従ｉ?1 数と現金給与総額」の|;l」也で

ある。グラフを腿ると、従哭者政が多け11E.f現

余給与総額も多いことが読みと利。地域による

ｎ 金格飛はほとんどないということがいえる、

問題は、Ａ さんから 」さんまでのぢえyJ･に近い

もの全てにｏ をf･jけさせるように作成した。以

ドはその問題である。
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こ41は ．参聊a. 東北．匯陣 地IKに属すろ陥 酸「

以におけるある職種のr 都廼府以別従業者ａ と都避

府以別現金ぷｙ/ 総額| のIMI陥をプロリトし．｛ の ２

つの間の関係を示’帽I･|線を表したもので1.

4a ，

-

:二'‾＼
／

ノ

∧

二／ 二
0 

0　　1

1

0　　
ふ 
30　　

，

40　　5g　　

ふ　　

珀
12cｘtp 471 人l

こ の グう フ を 見て ，八 さん か ら Ｊ さ んま で の10 人

が 次 の よ う に 話 し て い ま･4’｡ あ な た は ， 誰 の 如 剔 こ

近 い 兄,方 で ゲう ７ を 妃よ うと し て い ま す か ？＆ｊ よ!

四 分１ Ｆ

（　）Ａ さ ん: ｘ.が 匍 万の と さり は ２兆 ぐ ら いだ ね 。

（　）llさ ん ：ｘ がlll 増 え た とき に ｙは だ いた い1 ，

ぐ ら い 川え て い る｡

（　 ）ｃ さ ん:ll‘Iぷ の1111 ｡ぎとuJ 片 をal･９･･Lた ら 。 如 き

llの グうフの心旬日それぞtl･卜の式で表せます，

夕卜≒ ｙごｰ,1.23x ･1 2s113.り1

女子:y ＝･l､87ｘ -i- ･1!13(136

この グラフを腿で 八さん.ll さん．ｃ さんが;々,:,5

をし ています．あなたlt l) さ んになって公一諸に入･.，

て下さい。

Ａさん：｢男 女とも走り幅跳びで眺んだ長さと測定{ll

と の間には反l[湖 の関係があるね。ll さん

は，どんなことに気づく？1

11 さ･ん:r え．反比例yla 線的にμつているだけだ
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ｔ

（

（

（

は ０.5り15 でりJ片gl.3.5232 だ ９ だ．と.し う ことIL

ll‘a41･･lj削jll式日.)･　 ０.5り15χ ・ .3.5232 ;こな 乱

川 さ ／,．：い'= ｜ の,'j,八 ‥ ０.5り･Isχ l -3.s232 ＝

2.り2×7 と たｰ, て 従 訓11ﾉ｣ リ，-び1 を･1ﾑい 賃1 球!

がc11.ノ £るか こ(･.s ん の ヽ･£てた 人は.1;か じ い ，

HE 、`,ん: 【.･さ んのj,. てた 式口 そね 自 体ll 間 遠 ９

'こい 々 い け と ，た だ.5111M 】ｎﾉ ，以| りJ､': ころ は 始

き が ど ん ど ん 緩 や か に な っ て い く んだj･ 思･ 乱

)Ｆ さ ん:ll さん の,I;え を ６とに す る と，li哺りこら･

え てIJ､ 雇 う に 日,年間1 咄| 町位,e.りなだ.ｈ 、･11 ″j

の;|ﾐ･iｕ,01s .りと い う こと か ．

)(i さ ん:l) さ んのｊ て,とお り だ,!いs'ろj: ，従 ７

おを･11口j 人!illう にl,μ|=閥 ２ 兆,1｢･ 億 川のiｕi?が

必･剔 こな る よ． 山 彫で は ず均11:117 5伽jJ と,jlJ

お る か ら ． 二 れ は･･rい ぶ ん 景 気 の い い･'?'ｔ の ゲ

･ノ'７だ ね.

JIl j ん ： 直 線 は 変ibﾉJ;|,IJaが 一定 だ か ら ． 従ｔ

占の ちい 県 も 少な い県 も 】ﾉ,あ た り に も ら う お

j?に;r 卜 ほ と んど な い.

)| さ ん ： そ んな こと は た い ． 人 会?l:ｶ;だ.く さん あ

る 地 区 の 方が 紹 りIｕ!‘!は 多い ． 逆 に ４･ｔ,11 が 多

い ほ ど 支払 額 が 多い ．

り さ ん ： 従ｔcI ，l{丿Jﾉ ，と いう 会?1:は|}, むに は た

い,j､． だ か ら ゲラ'７ほ こ うあｰ.jて 歓 し い と い･でj

架 余の こ と を 表し てい る に すぎ な い ．

・ － ・ 暉 蓼 ・ ・ 一 審 一 一 － － 一 一 － －

①グラフ から数の関{系性を捉え る

ことの判断

かなさjl る ものと 考える，こ利は 散で 八示さ才1

る111の|川の関係性を拙えろこと も含むものとす

る｡

また，他とのI班 剽巴11,!に ゛'Jい て のｰ 一次関故に

おける認,漑は次のようになな ，

り 他と の関係 肥握

一次閔 数で捉えた対 象と他の 対匁と夕お,ぴ つ

口 るという認識(i.ｃ.粕 りiとIr111断の 結び' 汁丿　Ⅲ

,ｉ) ，

この認識 の後｡

② 他の対象との関わりの中で捉える

ことの判断

がなされる ものと七える。

ここで確誌しておくが。こjl らo) ②は ， 本縞

のはじ めl二IIlyJで 述 べた'川|哨にそれぞわ該｀liす

る ものである。すなわち1,11 91Jを1;|分のｌ 点で捉

えるというtljlりiと ，情報から自分のｌ 点を 地川

'･1'と い う判晰で･あ る。

また｡(1) ② の 判|哨につい て， 児に述べた選択

川題の Ａ から('; の 選 択肢を 分類すると次のよ

うにできる(| ，) は ぷった選 択jllで あ る)｡

① ク ラブから数の関係性を 捉え ることの判断

選択肢の Ａから|ﾐ があて はまる。

②対象との関わりの中で捉 えることの判断

選択肢の Ｆか らＧ があては まる。

以ll で(j)ひ)と いう分類で｀111』|哨を捉えたが、(!)

は 数学 の知識を使って、あ る対 象のlt 体 像とそ

の性質を捉えるという．演紺的 な判断'ｃあると

t,い える． また(x)は 、 数学で捉えたあるtl 破 の

句1･ 像と 性ｎ の↑lj lりiを 、他の｀1:lj断 と 結びつけて

lfl論 を 行い 、新たに認識を生み出すというよう

な 、9111納 的 な詞|哨であると もいえる．よｰ､ て.

-次閔 数における判Iりiと して演膠的11】|哨と帰納

|狸FIJI切とい う分1rlもIlj能 で ある．

５卜

(2) 一 次 関数における認ia と判断

2(|) で 述 べた学|ｍ 咄| 以 内にお ける ３つの認

識は 令体的な1巴拓!、 内部の性質の解1り】、仙との

関係把11､1で あ っ た。 令体的な把握と内部の性？i

の 解明に ついて は･ 次 関数における認識は次の

ようになる。

ｏ 全体的 な 把握

対 象( あ る２つのものの間の閔 係) が 一次開放

で 友せると いう認識 、すなわち。対 象の変fL の

割 合が‥定 であ る( さらにはそれがllﾓか ０ か) と

いう認識。

○内 部の性質 の解明

対糸( あ る ２つのものの間の閔 係) が･ 次 関数

で 表せる ことを飽って。その性質をj?11解 す ると

い う認識( 例え ば、 ゲう フを読んだり 、式 で 表

したりとい うこと几

こ41 ら はあ る２つのものの|川の関 係としての対

象の認､i哉であり。この認識の後
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(3) 一 次 関数における判断に必要なこと

ll述 した⑩ｉ のIII断 に必･a･な ことは以 卜のよ

｡'jに むえ乱 、

④ グラフ から数の関係性を捉えることの判断

01t 休的 な 把11む 二･６ 要なこと

‥･ ★ 数デー一夕が与えられたとき

ｰ･デ ー一々をビ･ツクアッリIし 、数の川 の関係

を掴み、変化のほ于にi`‘､:11する こと

女 グラフがり･え られたとさ

直線の傾 きがillか 負かを捉えること

女表がり･λ らわたとき

変化の昧ｆに 着目すること

Ｏ 内部 の性質の解明 に必要なこと

‥･　一次lll数 をjll㈲ し ていること

この①は上述したように演林的111断 と もいえ

ることから、それに必･麗なことは以 卜のように･

ぢえる。

０ 演印的↑仰別:で･汐 麗なこと

‥･li;j提 として｢･ 次関 数｣ と いうことが与え

らわれば、その後の論理は|･ 一次関 数な らLr ～

で ある｣ というように逆む、といえる。よって

演 絆的II』断には 一一次関数のﾔ|屑 の意味的 理鯛は

必 ずし もj削堤でけなく、 一一次関 数の手続Arl ㈲l!

解 が 必･提である。

(勁対象との関わりの中で捉えることの判断

０ 他との閔係l巴雌に必要なこと

‥･他の対象を･fX －ジでさること

この②は上述したようにlj納的TI測 ともいえ

ることから。それに必要なことは以 ﾄ の゙ように

考える。

○帰納的Ilj囲に必要なこと

‥。'}えられた数の|咄こある共通の性竹に注目

し、変1ﾋの割台が一定であるというような点に

気づくことを通して一次関数であるとわかる。

よって、帰納的判断には、lyＳき的j?|蛾 は必伺

ではなく、･次関数の意味的ljl!解が必要である。

(4)結果と考察

①グラフから数の関係性を捉えることの判断

ｕｊ; 幅銚びi のi,I,!11、【鉦望河融とXIMa,I;

'J･総癩ｉ の鮎111か･'． 以ドの人 】、表２を作成

した...λ中の|･、ｏ　口宍ト フ勺λ:しごおり、

学1夕Jヴ修によこ分r(1である.

1' : 故学、?|:会、理Ili，技il･l／ぶ庭、

傑健体介、i肩肘Q介、り雌政介.

？咬心jllj学、心理

０ : ILI,ば1.乾乱　ａ楽、笑雨パなり児

政だ、教育、川際理解．学校=数育学

また人中で剔をかけた部分は．Ｐと ｏ のIljl

衿４に約5 ｑ=以llのｘがあったものである．

表1「走り幅跳び｣ についての数学の申での捉え方

Ｍ

Ｍ

－～

琵 加

ａ

の

熊

令休で

う[囃

1引

r7 の

排μ

ぷ

０印

茄t

削

ン)

[j

細注 全体的

な把握

23,4 25.0 21.6

琵 の飴 り.0 8.3 り.S

″〕

!§

樅価畑作)ｎ洸
内部の

性質の

解明

61,3 66.7 54.り

鴻;ｊμ 託もりﾐし匪 33.3 31.7 35.3

こつ

Ｈ

ふ節節 28.8 30,0 27.5

6琳11 6.3 8.3 3.9

ｍ応 6.3 8.3 3.9

52 －

＆１では| 走り柵跳びj の鮎柴について

次のことを示している。ここjllの恬弧の

,ｊ述内容は，ﾘj女の比較をし，変化の割

ａについて捉えるという。全体的な把握

についての川答である。これはそれぞわ

全体の23.4Q｡ り,0％という低い刈答率で

あった。また， 一つ||の|,Q低で直線が減

ることについての考えを求めたことへの

回答や，l つ|]の括弧で末来の誰測，過

去のlll illをしているもの，特y4点に注目

したものは，内部の性質の解明について

のII･|答である。こilは一つ日の括弧が順

にｔ 体の61.35 ，33.3ｑという【I II 答率で

あり，二つ1】の括弧が｣咄こ全体の28 ぶｓ

｡,Ｍ 、6.3ｓという川５率であった。

以llのようなことから，表１の|走り幅跳び1
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の中だ1-|で ほると ，ま 貳 全体的な把握のll･|答

t;が 低 い ことがわかる｡ り･う ツに人さ.ｈ'i い る

ので 。･ 冊すぐに11 レ ノ，るところであるのに。

令休を 腿るより も。細部に｜|が いく 傾向 かある

ことがわか｡-』だ。駒に，変仕lの割 印｡二沁i 川 る

こと に-ｊいては 。わ ずかでは あるが Ｐ ゲj卜･

‘ﾉ の 力がより川答 胴が低い｡ そ;11と 比 較すると，

内部の性質の解明の|･･|衿4･utIQi い( 過 去の 掛jl!･|，

ln び11 ご汁 日は除 く) 。 そして内部の性質の解

明の中で も　･つIHIIいJIのII‘IL絲 に 何らかの変111が

あ る，ﾝｰ 叶1 の 括弧の過去の推拠，特児点にi lE

目 は, Ｐ クルー－－プ の川 衿率が高いことがわかる。

よって，グラフを!･£る際のこのような 削点は,〔J

ゲフl, ･-･フI',LI〕lま数学に馴 染みのある Ｐ ゲlﾚ･一

ﾌﾟの 力 が，よ りで きがいい ことがわか-J た｡

令 体として みる と．Ｐ ゲ 几ヽ--こ7のyj がII･|答 率

がよ い傾向かある といえると ちえる｡

り 「従業者数と現金給与総額」についての

数学の中での捉え方

訟
咄

Ｈ

Ｕ

作 で胡

豺削

？ での回

別郭

ド 豚

糾印
内部の性質の

解明

Λ 72.1 71.7 76.5

Ｂ 45.り 41.7 51.0

Ｃ 3f,.り 40.0 33.3

l） IS.り 18.3 19.6

lﾐ 55.り 56.7 54.り

･方 、 友２で はr 従 業il?数と 現 金給 与総

額｣ の結 米について次 のことを示してい

る、 全体的な 把握 に') い ての選択肢は駿

けていな い． 内部の性質の解明を意図し

て作成したll 述 の ΛBcI) Ｅ の 川答率は、

Ａ、Ｅが順に 全体の72. ほ 、55.19 と ｀11数

を 超えて いる のにλ､1し ．８．ｃ．Ｄ は順

に 拿体の45.9 ｓ、3･､.り‘､ぷ、18.9ｓ と｀11故に

満たないものであ る、

以| このような ことから． 表２のr 従 哭占政と

現金綸'j･総 額j の 巾だけで 腿ると、Λ、1{ が11･|

答率 が 比較的 高く 、しかも Ｐ グループと り ク'

ル ー－プにそ41 ほ ど 差がない。ll. ｃ は 令体の1111

答 率 が低く クルー･ブ で差があるが、Ｂの χの増

加量に1,1する､･ の 増加;11が､涜める選択膿を蛮ん

だのは｡1･ グ ル･- ﾌﾞ よ りも り グ几一フである。

このことから，Ｐ グルー･･プ は グラフを読み，こ

tlか らの ゲーj7 の 有様を比･l々 的 的 硫に謹測で,き

るが，そ11 に 比べて変flリltを,沁んだり，直線の

式を求 めた|ド･j'ろ よ うな ことを ゲうフを見ると

ぎにぢ‘えな い傾1;･jが ある ことがわかるムコ1 は 。

変fU,1 や|II{線 式 を求めることに必唆性を感じな

いか。またはそ11 を この川題でtljに 心識 しな か

ったか ，という1'11山 が ち･え ら;11る。

去| ，λ ２を 見比べると， 徊1;と して， 夫 １

のl' 走 り幅跳びj よ りも 表２のl 従 業l'1畝と 現

金給 与総額| の 方が全般 にII‾･】答率がよい。 こね

は後?? の 問題が，適切と思うものを選択肢から

選ぶように,没定 した ことが理山の 一つと してあ

げらJi る と思わ;!|る 。 つ まり，このような 麓が

出たのは，選択肢があ才1ば 選べる か，111分の,こ1‘

襲とし て 表川で きるような明 確な捉え 力ができ

ていな かっ たからではないだろうか。そのよ う

な部分 は，変化の割 合い 産り幅跳び｣ で は ｌ

つ 日の 括伺 のﾘj 女 の比較・変化の割 台，r 従 業

iii数 と以１ 給与総額｣ で はn) ，II･IE鰍が 今後ど

のような変 化をし ていくか(( 走|) 幅 跳 び｣ で

は一つ11 の 括帆の今後も直線に何らかの変化が

あ る。| 従 業1` ?数と 現金給り総幇lj で はIE) と い

うところで塊11 だ 。特に，直總が 今後どのよ う

な 変化 をしていくかについて，顕苫にそ れが現

れた。しかしこの理由の･- つ として，数学とし

て 漸近 總(ｘ tlll)に 近 づいていくという表現があ

ること ，またはどんどんｘ軸に近づいて いく と

いう数学の知,４ そのものを 知らないと,k!述 す る

ことはできなかった部分ではあると思われる｡

そ のようなjll?|||で 数 学に馴染みのある Ｐ グIL

－ ブの 方ができがよかったのだとg' え る。 変化

の割 合の方は Ｐ グループが ｏ グル･一一ﾌﾞよ り も

選択肢 の問題だと選んでいない，というのは疑

問に感じた｡ また，もう　･つ のj111111と し ては間

題場面が| 従 業ll?数 と 現 余給り･総 額｣ の 方がぷj

査 対象 片にとってわかりや すいものだったから

という ことがJ5･え らｔlる。

--５３－
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● 演拝的な｀pj断 としてはどうか？

数学 を使った演絆的 な判晰は．Ｐ クルーゾの

みがで きがよいというまとめをすることもでさ

る。

②対象との関 わり の中 で捉えることの判断

|二と同様に、「走り幅跳び 」の結111、| 従 某者

数と現 金綸りl総 額」の結果から、次の表3. λ･1

を 作 成した。Ｐ．０ はll で述 べた学生のＷ修に

よる 分lf!で あ る。

表3「走り幅跳び」についての
他との関わりの中での捉え方

詞 の

勁

座な 臨aの

朋

糾で哺

豺旧

Ｐで咽

答仙｝

パ 胡

豺剛

.ゴi 幼心 他との

関係把握

6.3 8.3 3.り

友３では「走り幅跳び| の結果について

次のことを示している。ここでは数学を

通して捉え。体力が低下しているという

他との関係把捉をしている。しかしその

回答率はｰ･桁台と、かなり低い。

以| 二のようなことから.r 走り幅跳びj の中

だけで見ると､他との関係把握はかなり低いが、

Ｐ ゲルー－ゾと Ｑ ブルー－ヅの差も約59 あ1.）、P

クルー－ブの方が回答率が高い｡ よって、数学に

馴染みのある人の方が比較的、数学を通した他

との関係把握ができていることがわかる。

表4「従業員と現金綸与総頷」についての

数学の中での捉え方

ａ消la 託

li

μ で浦

沁;

？で湖

附川

口4j

俳巾

他との

関係把握

Ｆ 35.1 35,0 35.3

Ｇ 18,り 15.0 23.5

Ｈ 22.5 21.7 23.S

一方．衣４では ｆａｉ 溺 汝と現 金給与総

111 の結 柴について次のことを示してい

る、他との関係把握を愚閃して作成した

３つの選択肢はす べて･1 割以 ドの回答率

で、ＦＨＧ の順 にそ.11がi･､･;iく 、 そtl ぞ11

－5 ヤ ・

令体で35. 円｡

串である｡

こ5 り･.IS.9Q.という川芥

以ll のようなこj:から、λ４の1 従7j? 政と

J以Ma 与総諮ljの巾だけで腿ると、-･ｓI･･|衿率

のfllい(; の。グラフから年間のａ金を読み･と

り、山形の平均年INと結びつけて、このグ･ﾗ` ﾉ

でλさねた職２が搬気のいいものだとII】|りiする

ことについて、Ｐ グループと(J クルー－'ゾで ０

ゲルー－プの力が約8 ｑl!･|答率がよかった。３つ

の選択肢の中で。(;が･ 拓他との関係把握がな

さねたものだと思うのだが、数学に91染みのあ

る Ｐ グループのII･|衿喇が低いのは心外であっ

た。残りの２つについてのグルー－プによる差は

ほとんどない。

表3 、表､1 を見比べると、全体として。λ ３

の| 走り幅跳びj よ|〕も友４のr 従業む故と現

金給り･総露ilのﾉJ'がはるかに|･II答率がよい｡ こ

XIはllと同様、後??の問題が、瓦択肢で設定し

たことが理山の･-･つとしてあげられる｡しかし。

表３ においては Ｐ クJレー･プの他との関係把握

が割とあったのに対し、表､1では、ｏ ソルーり

とほとんど変わりがなく．Ｇ に￥つては ０ ク

ルー･ブより川答率がドがっている｡この違いは.

f･11であろうか。考えIMI ることは、問題が| 走

り幅跳び｣ よりも1 従業者数と現金綸り･総額｣

が難しかったということだろうか、これが=6う

ｰつの鯉山としても･えらねる。だが。０ ゲル･･-

ﾌﾟにおいて、難しかったことが数字として現､ｎ

ていないことを考えると。進択はできるが。記

述することができないという人が ０ クルー－プ

にはかなり多かったということがj‘えるのでは

ないだろうか｡

ｉ 帰納的刊|ﾘiとしてはどうか？

lt体としてみると、数学で捉えたことから他

との関係把捉をしていくという帰納的なT･|断

lｔ　ゲルー－ブごとに比帳すると記述問題ならば

Ｐ グループが、恵沢問題ならば Ｑ グループが

よい、という鮎哨こなった。すなわち、故学に

比較的馴染みがない ０ グループは、選択川匙j
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では 数学を 使っ た他 との 関 係把握 の允想が Ｐ

ゲト･ フ より もあ ることがわかｰ､ た 。

(4) 調査 の まとめ

この.jl応で は、 ゲラ1ﾉ の 読みとりの認識につ

いで以| ごのよ うなことが1りjらか になった。

cp グう ソが 与えられた とき．ｔ 体の傾向よりも。

釧 部に1ﾐ1が いく。

φ Γ走り幅跳 ひj の ゲう･ﾉ よ り もr 従 業?1 政と

j1! 1こ結 り･総 額｣ の グラ ゜ﾉの 川３･れがよ い、 こ

41は 選択形式で問題 を作成したか らか 、そわ

とも問題 場|rljが わ かIJ や す かったからかなの

か。そ こまではっきりと はわからないが、お

そらくは 選択形式で問題 を作成したからとち･

えら割る。

邨 斂学に馴 染みの ある Ｐ ゲ４ 一一一ﾉと そう でな

い Ｑ クル ー－フの 読みどり の川 答率の差は次

のところ に現jllた 。

。|'走 り 幅 跳 びj の 内 部の性 質の解明

は 貨般に Ｐ グ4,･-- '｡ﾉ11)ﾉ7ｶ{よ い 。

.r 従 業 者数 とjlM? 給 り･総 額j に つい

て の変1 ﾋ の゙?jlla を 読 めるのは ０ グ

Jレ ーブの方である、

・｢ 走 り幅跳び｣ の 他との関係把握は Ｐ

ゲル一一ソの力がよい｡

・｢ 従 業者数 と現 灸綸 り･総 額｣ の‘ﾄﾞ均

年 収 に関 係して ぢえ ることができた

のは Ｑ クルー－ゾである。

こXI ら のこと から。次のようにもまとめるこ

とができる。

。|走 り 幅跳 ぴj の 他と の関係把 握で

は Ｐ ゲルー－プの 力がよ い。

丿 従業 者数 と 現 血結り一総細｣ の 他と

の関 係把握 では り グループ の方が

よい、

このようなこ とから、調i゛al 象 片の判断 の実

態として。 数学 の中で捉え ることについて はjit

休 の 組向を 捉え ることについての皿答率が少な

か ったこと 、変 化の割r なの川 答について数学に

sII染 み のある 人がそうでな い人より回 答率が低

－ ｐ
り;) ‾

かった こと。この２点が気にな るが、内部の性

貿の解明 についてはまずまずの結果であったよ

うに思 わ41 る。 しかし　 それ を他と閔冲づけで

配えることは難しい｡ 選 択肢はjg べ ても、自分

のj:ぱi で は衣すことがで さ･な い、 ということが

j'え る。これは 、問題の 作成の仕ﾉ 月こも11瑕fiが

あ･:jた か もし41 な い のだが、f111ら か の11 的 がな

いと 、関 連づけることは難しいので はな いかと

も 七･え られる。

また 、帰納的 判断。演紺|?J` |リJiの 観 点か らは

数学に馴染みのある学生11 、 そうでな い学生と

比帳すると。記述田|題 におい ては数学を使って

演ｎ!的 に･I:I』断 できるだけ でなく 、そjl を 能と関

i･11づ け るという、帰納的な1111りiも できる割 台が

多いことがわかった｡ijlJI 題 の 場 合に、演汀

的 な･|;ljlびiは 数学 に馴 染み のある 学 乍が よく'c･

さ。 帰 納的なIII断 は そうでない学生がlｔ 皺的↓

くでさたことが わかった｡。

4｡ まと め

本橋では判断とはどういったものかと いう'

と から 考察を進めてきた。 判断 は経験と価 値が

基盤にあるものであり、、氾汲 の際 に学問的知識

が影 響することがわか･j た 。 また。演n7 ・ 帰納

の姚点で判断を分加で さる こともわかった。 、こ

れをもとにして、情報を自分の擬点 で捉えると

いう判断と。情 報から|‘1分 のM1 点 を 見出す とい

う判断についての実態 訓吉をり った。1,11 111を 自

分の視点で捉えるという1:IHﾘiを 演 輝的 判断 、t,'I

根か ら白 分の祝点をＱ出すという判断を帰 納的

↑lllりiと して、その､凋介の評価を行うと次のこと

がわかった。数学の申 でのtlll凱 す なわち泣拶

|妁` |聯IJiと して は、令休より も細 部に|| が Ｇく。

そこで判断したことを厄との関係の中で捉える

tlIIりi、 すなわちそこから1111納 的 に推論していく

ような判断は。特に記述のJM 合.LI 的 が ないと

lihl;ん ど 川答できない｡ こ のよ うな実態を 把1111

す る ことができた。

今後の課題としてはｙF｣ll析力 のか成 を|-l旨 し

た授１ について 、。旧4 岬j に 収り糾むことがあげ
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:XI る｡ その際の問題点として，|‘2業 の題4恥

授 業の流わがあげらjl る 。実嫌J おりを通し'い!;･

だ こ とか らjll 納 的 な判|りiを さ･1.!/こいjM r? 口Tt ｡

粕 隋目的 を持ちやすい題Ｈ をfJIう ことがぢえI'J

,!1る｡1 受茫 の流れについては，特にlぷ ぷ学校に

おいでどうして も演鐸的な流れが多く，生徒が

帰納的 に11がJ 組 む部分が少ない傾向かあるj ／，

に思油 る｡ よ って卯 印 巾ﾉ 心 にて八l

や すいが。帰納的に|'|分の 知賊を仙って新たな

認識を生み出すというよ うなことは頌しい,I:い

うことである。ゆえに／|:lj断yJ の 斤成といｰﾊﾞと

場 合。演輝的な判晰より も帰納的な･rIc断 。 つま

り 元Jj二な,ぷ識 を 生 み 出'･卜'- い うrl:|り|の 強fll か よ

り 必 りがごあ る と い ｚ ろ ．'･. の よ う な こ と を し と

1.‘ ノj:i;'1;5?lgl,;/,･r･.!1、 さ ら に 深･ 万 口求i. て い く

こと がJ ぴりて あ る ど ら え て い る ．
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